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温 泉とA P U

R I T S U M E I K A N  A S I A  PA C I F I C  U N I V E R S I T Y ｜ A P U  J O U R N A L



日本有数の温泉地・別府市に校舎を構える

立命館アジア太平洋大学（APU ）。

2 つの学部のグローバルな研究内容を、

別府市らしい “ 温泉 ” という切り口で紹介します。

APU の学びが身近になる特集を、

ごゆっくりどうぞ。
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担当は社会学。研究テーマは国際教育や、
大学生の海外学修による非認知能力の開
発。2006年からAPUに勤務し、現在のAPU
のカリキュラム構築にも携わっている。

Yuichi  Kondo
近藤 祐一 先生
アジア太平洋学部

福岡県出身。「いろんなことにチャレンジ
したい」と意気込んでAPUに入学したも
のの、泣きながら実家に電話したことも。
座右の銘は“Work Hard, Play Hard”。

Mika Yamamura
山村 彌香
国際経営学部４年

兵庫県出身。高校時代はカヌー競技で
イ ン タ ー ハ イ に 出 場 し た 経 歴 を 持 つ。
APU での出会いが契機となり、卒業後
はバングラデシュでの国際貢献が目標。

Tomotaka Minoura
箕浦 智崇
アジア太平洋学部４年

 CONVERSATION
APUが 温泉地別府に
 ある意義とは？

APU 教授

APU 在学生

APUがキャンパスを構える別府市は日本第一位の温泉湧出量を誇る一大温泉地。

切っても切れない温泉文化との付き合い方、国際生とのコミュニケーションなどについて、

学生と教員それぞれの立場から語ってもらいました。

山村	 �私は福岡出身で、姉もAPUの卒業生です。なので、APUに

対しては最初から良い印象がありました。姉が卒業した

のは9年前ですが、学長がスリランカ出身で、学生も国内

生（日本出身の学生）と国際生（海外から留学してきた学

生）が半々だと聞いて、本当に国際的な大学なんだなと感

じたのを覚えています。オープンキャンパスに参加して、

すぐ受験を決めました。

箕浦	 �私は兵庫県出身です。飲み会とサークルと講義の繰り返し

という、いわゆる普通の大学生活ではないことを経験した

くて、APUを選びました。異文化交流にも興味がありました。

近藤	 実際に入学してみて、どうでしたか。

山村	 �国際生との交流は、思ってもみなかったことばかりで驚

きの連続でした！私はAPハウスに入寮したんですが、国

際生に温泉の説明をするのがまずたいへんで。

箕浦	 �私も温泉と国際生では苦労しました。4月に入学してす

ぐ、ハウスで一緒に住んでいる国内生と、バングラデシュ

出身の国際生と竹瓦温泉に行ったんです。……バングラ

デシュの彼が脱衣所から湯船に入るまで、およそ30分に

及ぶ葛藤がありました。

佐藤	 �国際生あるあるだよね。公衆の前で裸になってお湯につ

かるという文化自体、ほとんどの国にはないわけだから。

山村	 �私もネパール出身の国際生を誘って行きましたが、まずは「温

泉とは何か」ということの説明から始める必要がありましたね。

近藤	 �それに、別府の温泉には独特の入り方があるよね。いわゆ

る「別府ルール」。脱衣所と浴場の間に扉がなくそのまま

つながっていたり、浴場に入る前に挨拶したり。

山村	 �最初は私も戸惑いました（笑）。でもそれからすっかり温

泉好きになって、講義を入れてない空きコマには明礬温

泉に入りに行ったりしてましたね。そのためにバスの定

期券も買いました。

佐藤	 �大学への行き帰りに温泉に行く学生は多い。講義の前に朝風

呂に入ってくる先生もいますね。「別府八湯温泉道」で88カ

所の温泉を巡って、名人認定を目指す学生も多いでしょう。

近藤	 �温泉道は、スタンプを集めて段位認定されるとタオルを

もらえるのがうれしいんだよ。名人になると「ひょうたん

温泉」に名前が掲示されるしね。

箕浦	 �30分葛藤した彼は残念ながらあまり温泉好きにはなって

くれませんでしたが、温泉にハマって卒業後もたびたび

別府に遊びに来る国際生は多いと聞いています。

佐藤	 �「別府は第二の故郷です」といって、卒業後も帰ってくる

国際生がいるのは本当にうれしいですね。

箕浦	 �まず第一印象は「話が通じない！」。いや、言語的なこと

ではなくて、元になる常識がまったく違う。APUでは1年

次にまず国内生と国際生が合同でワークショップを行う

んですが、これが大変でした。

佐藤	 �APUでは必須の科目、MCW（多文化協働ワークショップ）で

すね。あれが最初の洗礼です。国内生と国際生半々の24人で

グループをつくり、共同で課題に取り組む。TA（ティーチン

グ・アシスタント）もつきますが、これも国内生と国際生が

1人ずつ。国内生の英語も、国際生の日本語もどちらもまだ

未熟だから、コミュニケーションの取り方は本当に難しい。

山村	 �私たちにとって普通のことが、彼らにとっては普通じゃ

ない。ミーティングの時間に遅れてくる国際生に注意し

たら、「日本人の方が時間にルーズでしょ。終了時間通り

には絶対終わらない」と言い返されてハッとしました。

近藤	 �日本人の学生だけだったら、なかなか気が付かないこと

だと思います。

箕浦	 �私は天空祭実行委員の活動を通して、コミュニケーショ

ンの難しさと大切さを感じました。実行委員のメンバー

は6対4で国際生の方が多く、そういう意味ではMCWよ

りもシビア。感じたことは、国内生と国際生では複数のタ

スクに対する優先順位のつけ方が違う、ということです。

国内生は労力を均等に割り振って解決しようとする傾向

がありますが、国際生はプライベートも含めてハッキリ

優先順位をつけます。

佐藤	 これはどちらが正解だという問題じゃないね。

箕浦	 �私もそう思ったのですが、問題はメンバー間でその認識

を共有できるかどうかでした。あるメンバーが「私はこれ

だけがんばってるのに、Aさんはいつも早く帰ってる！」

と不満を持ったときに、「いや、Aさんはプライベートの

方が優先順位高いから」といって納得できるかどうか。

山村	 �日本人だと、「それは不公平だ」って思ってしまいがちですね。

近藤	 �そして、お互いの意志を尊重するだけでは物事は前に進

まない。優先順位の違う個人同士だと認めた上で、課題の

解決に向けてどうアプローチしていくか、これはMCWで

も重要なポイントですね。利害が対立する人同士をあえ

て対決させることで問題点をあぶりだし、解決策を見出

していくことも必要になる。

山村	 �当たり前ですけど、国際生でも出身国や本人の性格によっ

ても全然違うんですよ。完璧主義で全科目“優”を目指すシ

ンガポールの国際生と、「単位が取れればいいかな」という

バングラデシュの国際生が一緒になったときは、もう……

（笑）。「国際性」という言葉の意味を、APUに入るまでは

「英語が話せてコミュニケーションが取れること」だと思っ

ていました。でも今は「日本の常識にとらわれない、国際的

な物事の見方をできるようになること」だと分かりました。

箕浦	 �MCWの追い込みの時期は、国内生も国際生も入り乱れて

APハウスのロビーが毎晩大混雑なんですよ。もうとにか

く身振り手振りから筆談まで、使えるものはなんでも使っ

てコミュニケーションしています。

佐藤	 �学外でも国際生の姿を見かけることはよくありますね。

温泉旅館のアルバイトでは、先に入っていた国際生が国

内生に仕事を教えたりすることも多いようです。

近藤	 �卒業した国際生が、別府で母国の料理を出すレストランや

バーを出店している例もありますね。こうやって国際生を

交えたコミュニティが別府にできていくのは、凄く良いこ

とだと思います。

なぜ APU を進学先として選んだ ?

国際生とのコミュニケーションどうしてる？

担当は会計学。病院や公的組織の原価計
算・管理会計が専門。授業では、会計学や
原価会計、ビジネスデータ分析、管理会
計論などを担当。

Hiroto Sato
佐藤 浩人 先生
国際経営学部
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 温泉から何を学ぶ？
2 つ の 学 部 の  違 い を 知 ろう

APM
国際経営学部
C O L L E G E O F I N T E R N AT I O N A L 

M A N A G E M E N T

APS
アジア太平洋学部
C O L L E G E O F

A S I A PA C I F I C S T U D I E S
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多くの日本の温泉広告には、入浴する若い女性のイラスト

や写真が用いられています。こうしたステレオタイプなメ

ディア表現はどのようにしてつくられるのでしょうか。

温泉に入るだけではなく、おいしいも

のを食べたり、街を散策したり、魅力

的なコンテンツが多いのも温泉観光

地の特徴。それぞれ組み合わせたマー

ケティング戦略が可能です。

温泉地では、家事労働の延長上で旅館が運営されている部分がありま

す。家のことは女性がして当たり前といった認識が広がっており、女

性の労働環境の整備や賃金確保に目を向ける必要があります。

ドイツのバーデン・バーデン

にみられるクアハウスは別府

でも有望な事業の姿です。

自然に湧き出る温泉は貴重な

天然資源。しかし一つの資源に

集中するリスクもあります。

地元の企業や学校と協力し、地域に根

を張り伝統を受け継ぐ温泉旅館があり

ます。単なる事業拡大が目的ではな

く、地域とのつながりを大切にする

姿勢が再評価されています。

これまで家族経営を中心に営ま

れてきた温泉旅館にも変化が生

まれており、近年はより経営的

な視点が導入されています。

大きな災害が起きた際に、現

地の観光客をどのように保護

するのか。緊急時における観

光地の対応は事前に考えてお

くべき問題です。
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古くなった温泉旅館の改修や設備投資には多くの資金が必要で、投資してから回収

するまで長い期間が必要です。その間ビジネスを維持し、持続的に発展させ、投資

を確実に回収していくためには、経営学的な視点が必要となります。

癒しをテーマにした旅行のニーズが高まり、温泉地が

注目を集めています。大型ホテルの進出も増えていま

すが、地域との一体感が課題となっています。

温泉を巡るビジネスを、現地での体験にとどめておく必要はありません。イン

ターネットと最新のVR技術を活用すれば、世界中どこでも居ながらにして別府

のさまざまな魅力に触れる新たなビジネスの展開が可能になるかもしれません。
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新型コロナウイルス

の 世 界 的 な 流 行 で、

特に大きな影響を受け

て い る の が 観 光 地。必 要

な感染対策をした上で、どの

ように外から観光客を受け入れ

るのか問われています。

温泉地の
ローカルコミュニティ

メディア表現としての

温泉広告
©資料提供・平野写真館
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温泉地を訪れる観光客と
地域の住民を守るために

さまざまなリスクに備える

過去を分析する会計と
未来を見据えたファイナンスで
事業活動の実態に迫る

APM
川添 敬 先生 
国際経営学部　
会計・ファイナンス分野

日本銀行で 36 年間勤務。金融政策や国際関係、金融機関の監督な
どに従事。その間、ミシガン大学ロースクールにおいて LL.M（修士）
を取得。研究テーマは通貨価値の維持、銀行システムに対する信認
の維持、金融恐慌への対応策など。

APS
GOMEZ Oscar A.  先生
アジア太平洋学部 　
環境・開発分野

コロンビア出身。コロンビア国立大学を卒業後、東北大学にて
博士号を取得。日本国際協力機構（JICA ）研究所の研究員として
約 5 年間勤務。2018 年より現職。研究分野はグローバル・人道的
危機に重点を置いたガバナンスや安全保障。

　温泉地などの観光業は、災害やパンデミック

といった危機的状況に影響されやすく、長い期

間に渡って被害を被ります。温泉地やそこで暮

らす地域住民は、こうした状況に備えておくこ

とが必要不可欠です。しかし災害やパンデミッ

クへの対策は、観光分野において非常に難しい

問題です。そもそも旅行の大きな目的は、慌た

だしい日常から抜け出し、訪れた場所で楽しい

思い出をつくることです。滅多に起こらない災

害に注意することは、観光への関心を失わせる

ことにもつながります。しかし、不測の事態に

対する備えはなくてはならないものです。

　過去にはスマトラ島沖地震によって大きな

津波が発生し、大勢の観光客が孤立してしま

いました。怪我の治療や交通手段の確保、帰国

手続きなど、自治体が対応できる範囲を超え

ていたのです。また日本においては、東日本大

震災の際に観光客が孤立する事態が起こりま

した。もちろん観光分野だけで対応できる範

囲は限られていますが、災害時の安全確保や

早期復旧には、事前の対策が必要です。

　新型コロナウイルスの流行という世界的な

危機に対しては、ウイルスへの恐怖から他人

への差別意識が生み出されており、さらに慎

重な対策が求められます。ただこうした状況

は、温泉地にとってチャンスと捉えることも

できます。大勢の人が集まる場所が避けられ

る中、温泉地は大都市圏よりも離れた場所に

あることが多く、普段より観光客が増加して

いるケースもあります。グローバル化が進む

中で、災害やパンデミックは全く他人事では

ありません。温泉地で暮らす私たち自身が、危

機的状況にどのように備えるべきなのか。改

めて考えてみてはいかがでしょう。

　別府市の市営温泉において、2020 年 10 月に

19 年ぶりの値上げが行われました。理由は赤

字とされていますが、こうした施策の経済効

果を評価する上で、会計やファイナンスの考

え方が役に立ちます。まず会計の概念として

は、お金の出し入れの結果、入ってきたお金よ

りも出て行ったお金の方が少なければ黒字、

その逆であれば赤字となります。一見単純な

ようですが、実は奥が深い世界です。例えば前

年に購入された回数券が翌年に使用された際

の売り上げはどのように計算するのか、また

温泉施設の建設費は何年に分割して費用とし

て計上するべきなのか。このような問題につ

いて、事業の実態をより正確に表せるよう判

断の基準が定められています。

　会計が過去に行われたお金の出し入れに着

目しているのに対して、ファイナンスは将来

どのような価値が生じるのか、つまり未来に

目を向けています。温泉の湧いている土地と

そうでない土地とでは、当然温泉の分だけ価

値に差が生まれます。そうした評価をどのよ

うに行うのかはファイナンスの一部です。ま

た温泉旅館に投資した資金が将来得られる事

業の収益の中からきちんと回収できるのかな

ど、未来に目を向けるためには、会計的な評価

をきちんと組み合わせた上で、考えを整理し

ていかなければなりません。会計とファイナ

ンスは、まさに車の両輪です。

　もちろん温泉はあくまで一例で、会計やファ

イナンスに対する理解は、私たちの個人レベル

にも深く関係しています。自分のお金の出入り

を把握し、将来を見据えた上で運用する。会計

やファイナンスを通して分析する力が、生活に

ゆとりを生み出す一助となるでしょう。
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温泉と
 マーケティング

温泉と観光学観光学

文化体験としての温泉観光を
さまざまな産業が力を合わせて
地域コミュニティから発信する

温泉旅行から考えるマーケティング戦略と
消費者行動のつながり

APS
YOUN Seung Ho 先生 
アジア太平洋学部 
観光学分野

韓国出身。オーストラリアクイーンズランド大学研究員
や韓国京畿大学講師・研究員を経て2017年から現職。研
究分野はコミュニティツーリズム、観光マーケティング、
地域観光開発、観光コンテンツ開発など。

　温泉は、今や外国人からも注目を集める観光

資源です。外国人旅行者の意向調査では、新型

コロナウイルス収束後の海外旅行先として日本

の人気は高く、アジア居住者からはトップでし

た。また宿泊施設の中でも、旅館は訪日観光客

から最も人気があります。その理由の一つが、

体験型観光コンテンツへのニーズの高まりで

す。温泉に入浴し、浴衣に着替えて日本料理を

食べ、伝統的な街並みが残る温泉街を散策する。

そうした “ コト消費 ” に惹かれる観光客が増え

ています。このような体験型のコンテンツを包

括的に楽しめるのが、別府市などの温泉地です。

　温泉地を観光として発信する上ではマーケ

ティングの視点が必要ですが、単に数字とし

て人数や売り上げを分析するだけではなく、

満足度や感じ方を心理学的なアプローチから

分析することも大切です。昨年ゼミの取り組

みとして、鉄輪温泉の「 地獄蒸し工房 」を訪れ

た外国人観光客への調査を実施。蒸し料理を

目的に行列ができるほど賑わっていますが、

その長い待ち時間が負担になっていたり、蒸

し料理を体験する時間の短さや注文システム

の 煩 雑 さ に 戸 惑 っ た り と い う 声 が あ り ま し

た。こうした観光客の実際の反応を知ること

で、より効果的な受け入れ体制や情報発信に

もつながっていきます。

　観光学は、特定の産業だけに関係するものでは

ありません。製造業や農業、漁業など、どの産業

でも打ち出し方を工夫すれば、観光資源として輝

く余地は十分にあります。大切なのは、地元で暮

らす人たちを中心に、そこで育まれた地域性をス

トーリーと共に発信することだと考えています。

APM
Pajaree Ackaradejruangsr i  先生
国際経営学部 　
マーケティング分野

タイ出身。研究分野はマーケティング戦略や消費者行動、経営
戦略、国際ビジネスなど。近年はタイ・フィリピン・日本におけ
るモバイルウォレット導入の比較についても研究している。

　マーケティングと聞いて多くの人が最初に

思い浮かべるのは、企業の売り上げという言葉

でしょう。しかしマーケティングはモノの販売

だけではなく、顧客ニーズの理解やマーケット

の選定、サービス、販売促進などさまざまな要

素が関係しています。一例として、次の休日に

温泉旅行をすると考えましょう。私たちはよく

インターネットで「 日本一の温泉地はどこです

か 」と検索し、口コミで高く評価されている場

所を選ぶ傾向があります。日本には数多くの有

名な温泉地がありますが、いつも別府温泉が

トップに紹介されます。別府は小さい街ながら

8 つの温泉が存在し、それぞれ泉質や特徴も異

なります。さらに利用料金や営業時間、割引制

度、バスの乗り放題チケットの有無も気になる

ところで、事前に情報収集を行います。

　そして休みの日。私たちは口コミ評価が最

も高く、さまざまなアクティビティができそ

うな別府の鉄輪温泉に行くことを決めました。

一日中温泉を巡りながら、溜まった疲れとス

トレスを発散します。ちなみにこの温泉地の

決定には、商品やサービスについての口コミ

を広めてプロモートする、リファーラルマー

ケティングの効果が表れています。

　1 カ月後、別府の旅館からクリスマスシー

ズ ン の お 得 な 宿 泊 料 金 や イ ベ ン ト 情 報 の 案

内 メ ー ル が 届 き ま す。こ れ は 顧 客 デ ー タ と

フィードバックを利用して長期的な顧客関係

とロイヤリティを構築する、カスタマー・リ

レーションシップ・マーケティング（CRM ）の

一環です。このように、私たちの日常生活の

至るところにマーケティングは活用されてい

ます。企業だけではなく、個人にとっても重

要な分野なのです。
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温
泉
と
経
営
戦
略

温
泉
と
国
際
的
視
野

客観的な理論に基づいた
グローバルな視点から
地域の産業のあり方を問う

温泉資源を活用しながら
正統性構築戦略をベースに
大分県の魅力を向上させる

APS
淵ノ上 英樹 先生 

アジア太平洋学部
国際関係分野

2008 年から APU で勤務。紛争後社会の復興や被災地復興におけ
る平和構築を研究。講義では具体的な事例を扱いつつ、学術的
な理論や客観的なエビデンスを重視。

APM
Lai lani L. Alcantara 先生
国際経営学部　
経営戦略と組織分野

フィリピン出身。筑波大学にて経営学の博士号を取得。その後
アメリカに渡り、ハーバード大学などで経営やリーダーシップ
に関する専門資格を取得。APU ではインクルーシブ・リーダー
シップ・センターの所長を務める。

　皆さんは、2018 年に世界温泉サミットが別

府で開催されたことをご存じですか。イギリス

やフランス、中国、ベトナムなど計 17 ヵ国の政

府関係者や研究者が参加し、APU の学部生た

ちが温泉についての研究を発表する機会もあ

りました。経営戦略論からみると、このイベン

トは正当性構築戦略、すなわち大分県の特色を

活かしたブランド構築戦略に基づくものとし

て開かれています。大分県は温泉の湧出量が日

本で最も多く、地熱発電により再生可能エネル

ギーの自給率が高いことでも知られています。

豊富な天然資源を生かし、持続可能な発展の

できる社会の構築を目指すのが大分県のミッ

ションでもあります。したがって温泉観光や持

続可能なエネルギー開発について議論ができ

る温泉サミットの開催はそのミッションを果

たすためのふさわしい取り組みだといえます。

　こうした大分県ならではの資源を活用したブ

ランド力や認知度の向上を目指す取り組みを通

して、観光客は大分県の温泉の質と価値に、よ

り一層関心を持つことになります。そして、 草

津温泉や箱根温泉など他県の温泉地と競争する

ために大分県の温泉施設のブランド力向上につ

なげるさらなる正当性構築戦略が必要不可欠に

なります。

　ここで示したように、経営戦略論から学べる

ことの一つが、ミッションと戦略の関係です。

ミッションとは、何を達成するのかのこと、大

分県では持続可能な発展のできる社会の構築

です。そして戦略とは、そのミッションをどの

ようにすれば達成できるのか、のことです。温

泉サミットによる正当性構築はその戦略の 1 つ

です。また経営戦略論では、その戦略の中で政

府や事業体、消費者を含むさまざまな利害関係

者がどのように影響し合うのかも学べます。

　温泉は入湯するごとに、入湯税という税金

が徴収されます。税額は宿泊料金や食事料

金により異なりますが、仮に合計額が一人1

万円だとすると、別府市での入湯税額は250

円。2018年度の実績では、別府市の入湯税に

よる税収は3億 2064万円であり、その全体の

86 . 8 %が観光振興に使われています。

　資本や人が、観光など一つの産業に集中し

すぎると、社会変化が起きた際に大きな損害

を被ってしまいます。コロナ禍での観光業の

損害は、まさしくこの例です。産業に多様性を

持たせることで、こうしたリスクを分散でき

ます。このように考えると、入湯税の使途には

再考の余地があるのではないでしょうか。

　世界に目を向けると、例えばブラジルのマ

リカという小さな街は、石油資源をもとにし

た資金で、ベーシックインカム制度を導入し

ました。これは国民の最低限の生活に必要な

現金を政府が定期的に支給するもので、高所

得者を除く全ての家庭が対象です。またマリ

カだけで使える現地通貨で支給することで、

ネットショッピングなどを通して大都市に吸

い上げられることなく、マリカ内でお金が循

環します。こうした取り組みで、コロナ禍でも

街に活気が生まれています。

　マリカの事例は、入湯税が財源の一部となる

別府市においても参考になるはずです。こうし

て国際的な視野によって、私たちは新たな可能

性を探求することができます。ただ、その土台

となるのは、理論的・客観的なものの見方です。

主観に基づいた意見には説得力がないと、あえ

て学生に厳しく指導することもありますが、大

学は自分の未熟さを知る場所でもあります。失

敗したり間違えたりしながら成長していく学生

の姿は、私にとって何よりの励みです。
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温泉と
ジェンダー

時代とともに移り変わる
ジェンダー的な視点から見る
日本独自の温泉文化のあり方

温泉地のローカルな魅力が
真似できない価値を創造し
新たなイノベーションを起こす

APM
藤本 武士 先生 

国際経営学部
イノベーション・経済学分野

2004 年から APU で勤務。専門はマーケティングや経
営 学。近 年 は 知 ら れ ざ る 世 界 企 業 の 発 掘 と し て、グ
ローバルなニッチ企業や隠れた世界企業を調査。

　私はマーケティングやイノベーションが専

門ですが、大分県の温泉地は地域性を生かし

た興味深い取り組みが数多くあり、学びの環

境として優れています。温泉は疲れを癒すだ

けではなく、立場を問わず話ができる独特な

空間です。また単にお湯に浸かるだけではな

く、癒しや食、体験といったさまざまな要素

を一体的に楽しめるのも温泉地の魅力です。

そして地域性をブランド化して、効果的に発

信している温泉地があります。例えば昔なが

らの日本の風景や暮らしが残る湯布院温泉で

は、豊かな自然と老舗の温泉旅館が外国人や

若い世代からも人気です。また別府温泉では

APU の学生も関わる湯治女子というコミュニ

ティが活動中で、心と体を見つめ直す新しい

湯治のスタイルを発信しています。

　地域おこしは、人や物に恵まれた都会と比

較しがちです。しかし地域の魅力は真似をす

るものではなく、自分たちでつくるものです。

そして何もない場所で一から立ち上げる楽し

みや、地域全体が一体となる達成感は、ロー

カルな場所だからこそ大きな可能性を秘めて

います。湯布院や別府での取り組みは、成功

事例として今後は他県にも広がっていくかも

しれません。

　私のゼミでは、学生をなるべく現場に連れ

ていくようにしています。企業を経営されて

いる方から直接話を聞くことで、誰かに教わっ

た知識ではなく、経験に基づいた言葉で議論

する力が身に付きます。自分の感じたことを

大切に、国や地域の異なる仲間と対話する中

で視野を広げる。温泉地という絶好のフィー

ルドに自ら飛び込み、イノベーションにつな

がるチャレンジをしてほしいと思います。

温泉と
 イノベーション

APS
井口 由布 先生 

アジア太平洋学部
文化・社会・メディア分野

2005 年から APU でマレー語・インドネシア語の教師
として勤務した後、2008 年より現職。専門は地域研究
やジェンダー研究、カルチュラル・スタディーズ。講
義では雑誌、映画、ドラマ、広告を例に挙げながら「 当
たり前 」を問い直す力を養っている。

　あなたは温泉のポスターと聞いて、どんな

ものを思い浮かべますか。多くの方が、若い

女性の姿をイメージするのではないでしょう

か。こうしたステレオタイプ化された温泉の

イメージに、ジェンダー学は深く関わってい

ます。このポスターはメイルゲイズ（ 男性的目

線 ）という理論に当てはまるもので、男性が見

る主体、女性が見られる客体として扱われま

す。性に対するイメージは無意識に浸透して

おり、例えば多くの洗剤の CM には、家事をす

る女性の姿が描かれます。最近はあえて男性

が家事をする CM も見られますが、どちらも性

別ごとの役割が共通認識として存在します。

　温泉という切り口からは、ジェンダー学に

関連するさまざまな事例が浮き彫りとなりま

す。そもそも性的な規範は、国や時代、社会構

造によって異なります。日本人は体をオープ

ンにする抵抗感が薄いとされていますが、ヨー

ロッパでは同性や家族に対してもプライベー

ト・パーツはみせません。また今では男湯と女

湯がわかれているのが一般的ですが、江戸時

代は混浴が多かったようです。

　ジェンダー的な観点から見る温泉は興味深い

テーマですが、まだまだ研究分野としては発展

途上です。一方で、LGBT やジェンダー問題に

対する学生の関心は高まっていると感じます。

特に APU にはさまざまな国の学生が集まって

おり、それぞれ経験や文化的な背景も全く異な

ります。ジェンダーは机上のものではなく、私

たちの生活と結びついています。まず当たり前

のような男女のイメージを疑うことが、ジェン

ダーの理解につながるのではないでしょうか。
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